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273　　　 予宮体部Mixed 　MUIIerian　Tumer の 臨

床病理学 的検討

274　　　　子宮 ミュ
ーラー管混合腫瘍の培養と

組織発生にっ い て の 考察
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＜目的 ＞Mixed　Mtillerian　Tumor（MMT ）は5年生存率

が 10％前後 と予後が悪 く，発生頻度は低 い が，子

宮体癌に 比較 して 高齢者が多く，今後 ， 発 生 の 増

加が考え られる腫瘍で ある 。 そ の病態を明 らか に

するため に 臨床病理学的 に検討 した 。 〈対 象と方

法 ＞1949年か ら1990年まで の 52年間 の 当科 の 全婦

人科癌 12，123例中43例 （0．35％）が子宮体部 MMT と

診断された 。 こ れ ら43例 に つ い て ，患者背景，手

術前の 細胞診，生検そ して 手術摘出標本につ い て

肉眼所見，病理組織所見 ， リン パ 節転移 の 有無に

つ い て 検討 した 。 ＜成績 ＞ 1）年令は23歳か ら82歳

平均59．6歳で あっ た 。 主訴は不正出血が37例で ，

他に帯下 を認め た 。 高血圧は 10例，肥満は2例，糖

尿病は3例 に認め た 。 放射線治療の既往がある 症例

は 2例 で あっ た 。 重複癌は，子宮頚癌2例 ，乳癌，

膀胱癌の 各1例で あっ た 。 2）治療前細胞診評価可

能 38例中 ，
18例が腺癌と診断され ，8例が MMT と

正診さ れ，5例が陰性で あっ た 。 治療前組織診評価

可能42例中，25例がMMT と正診され，12例が腺癌，

5例が 肉腫と診断 された 。 3）腫瘍は子宮底部発生

が多 く，外向発育性で ポ リポ イ ドある い は ポ リ
ー

プ状 で，表層 は出血や壊死 を伴 っ て い た。組織学

的 に は脈管侵襲 が顕著 で ，リ ン パ 節転移は，リン

パ 節廓清 の 行 わ れ た25例中7例 で ，転移先の 組織像

は5例が腺癌で ，2例が癌肉腫で あ っ た 。 （結論 ＞ D
高齢者で 不正出血を主訴 とす る 場合は

， 細胞診だ

けで な く，必ず組織生検を行う必要がある 。 2）リ

ン パ 節転移先の 組織像か ら，予後を左右する の は

腺癌成分 で ある可能性が 示唆 された 。

［目的 ］混合腫瘍 の 組織発生 に は 3 つ の仮説がある 。

すなわ ち、Collision　theory：癌 と肉腫がそれぞ れ

別 の 部位に発生 し互 い に増大 して 癌 と肉腫が混在

する 。 Co皿position 　theory：癌が間質に浸潤す る際

に刺激された間質にblast化が お こ り肉腫が混在 し

て い る かに見える 。 combination 　theory：癌 と肉腫

に 分化 しうるbi−poten七ialな細胞が 悪性化 し、癌

と肉腫に分化 し、そ の 結果、癌と肉腫がdiffuseに

混在する 。 とい う説であ る 。 我々 は癌肉腫 〔腺癌

と平滑筋肉腫） 、 中胚葉性混合腫瘍 （腺癌と横紋

筋肉腫）の 培養成績 （混合腫瘍か らそれぞれ癌 と

肉腫細胞株を樹立）か らco 皿bina七ion　theoryを支

持 して きた 。 今回こ れ ら株細胞の in　vitro で の混

合細胞集塊像 と ヌ
ードマ ウス 腹腔移植の 転移巣 の

組織形態か ら、組織発生 に つ い て の 検討を加 えた 。

［方法］用 い た細胞株は子宮癌肉腫由来の 腺癌細胞

株 （  A）と平滑筋 肉腫細胞株（H冊 S）、子宮中胚葉

性混合腫瘍由来の ste 皿 ce11 （HIRS−BM）、 腺癌細胞

株（HIRS−BMA）、横紋筋肉腫細胞株（HIRS−BMS）、さ

らに 子宮癌肉腫株（HT｝（MT：ste 皿 cell ？：ヌ ードマ ウ

ス移植不可）で あ る 。 これ らの細胞をそ れ ぞれに単

独 または混合 して 水平旋回培養 （7 日間）し、形

成された細胞集塊 を検討した。 ヌードマ ウス腹腔

移植は IXIoT個 の 細胞を移植し、5週目に解剖し、

転移巣 を組織学 的に検討 し た 。 ［成績］HWUAは低分

化腺癌を、  Sは肉腫を、HWUA＋HWUSは癌肉腫を、

HIRS−B）（Aは腺癌を、　HIRS−BMSは肉腫を、　HIRS−BMA＋

HIRS−・BMSは癌肉腫を、
　HTMMTは癌肉腫を形成 し た。

腹腔移植で 転移する の はHIRS−BM株だけであ っ た 。

肝 、 肺、脾、リ ン パ 節 、 な どに転移 し、腺癌 と横

紋筋 肉腫 か らな る混合腫瘍 を形 成 した 。 ［結論］

　ミ ユ
ーラー管混合腫瘍はcombination 　tu皿or で あ る 。
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